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宿（武蔵国府関連遺跡）」という 18 世紀末～ 19
世紀半ばにかけての遺構においては３％と、常滑
焼が少し出てきております。
　いずれにしましても、常滑焼の消費の実態を明
らかにするには、文献史料の限界や、また遺物に
おける産地特定の問題が今後の課題であると思い
ます。
　なお、消費地の嗜好や流行は、生産にも影響を
与えるという点で、重要です。髙部さんからもお
話がありましたが、「常滑でこういうものを作っ
てほしい」という注文があったということからも、
そうした状況がうかがえます。たとえば、考古学
の長佐古真也さんは、前述の貧乏徳利とか美濃で
焼いている徳利、つまりリターナブル瓶が爆発的
に増えていくことと、酒の需要や江戸の裏店層が
増えていくこととが一致していると推測されてい
ます（長佐古真也「近世『徳利』の諸様相」『江
戸の食文化』吉川弘文館、1992 年）。都市の需要、
あるいは都市の消費というものが生産に与える影
響もあるのではないか。こういったことも含めて、
「生産」から最後の「廃棄」まですべて、いつの
日か復元できたらいいなと思っております。
　最後に、消費地における常滑焼の利用として、
本日、甕棺と植木鉢のお話が出ましたので、この
場で少し話題を付け加えさせていただきます。
　甕棺につきましては、八戸藩六代藩主南部信依
の正室信行院の葬儀の関係史料で、甕を買う指示
が記載されています（岩淵「大名家の江戸菩提所」
『江戸の大名菩提寺』、港区立郷土資料館、2012
年）。これによりますと、常滑焼かどうかはわか
りませんが、「瓶は一番でも小ぶりなので、装束
瓶と申すものを使え」とあります。「一番」は商
品の型番のようなものなのでしょうか。とにかく、
この場合は、甕棺は「装束瓶」というものが最適
だということです。葬式業界では「一番」や「装
束瓶」という規格が言葉として存在しているよう
です。小栗康寛さんの報告では「規格化」という
お話がありました。こちらは大名家の葬儀に関す
ることですが、どうもユーザー側の言葉があった
ようです。
　また、植木鉢については、朝顔や菊の育成をし
ていた八戸藩の江戸勤番武士の 19 世紀の買い物
の記録の中に、１つ 120 文の植木鉢が出てきま
す（岩淵「八戸藩江戸勤番武士の日常生活と行動」
『国立歴史民俗博物館研究報告』138,	2007 年）。
しかし、髙部さんの報告の史料によれば、常滑焼
の植木鉢は安くても銀 10 匁ぐらい、高いもので
は金１両もしています。常滑焼の植木鉢が一体ど
のようなものだったのか、ちょっと想像がつきま
せん。ちなみに、園芸関係の「おもちゃ絵」や、
園芸書、絵画資料等では、植木鉢の姿を確認する
ことができます。これらをみますと、突然変異の
奇抜なもの（「奇品」）のうち、万年青や松葉蘭な
ど葉を楽しむものは植木鉢が派手な場合がありま
す。一方、朝顔、桜草など花を楽しむものでは、
孫半斗という無地の地味な鉢を使っています。半
胴甕を半斗といい、さらに小さいので孫半斗と呼
ぶのでしょう。こうしたものの中に、常滑のもの
が入っていた可能性があるのかもしれません。た
だ、浅草の方で焼いている今戸焼でもこのような
半胴甕を作っているので、常滑なのかどうかとい
うことも今後の研究課題だと思います。そういう
意味では、本日は髙部さんに、良いヒントをいた
だいたと思っています。
３．おわりに
　本日は、江戸に関する考古学の調査・研究成果
をいくつかご紹介することで、シンポジウムの
テーマである常滑焼のことにも近づいてみようと
思いながらお話ししてまいりました。
　江戸の考古学は、かなり市民権を得たと思うの
50
ですが、一方でいまだに「江戸時代は発掘の対象
なのか」と思っている方もおられます。私は、「文
献史料は増えても、考古学は大きな意義を持つ」
と思っております。
　今回、４つのテーマをお話致しましたが、文字
に書かれ、絵画に描かれることは何らかの動機が
あるわけで、こうしたあまりに日常的なことは文
字にも絵にもならない場合が多いのです。そうい
う意味で、日常性を知るにはやはり考古資料は非
常に強い力を発揮すると思います。江戸の場合、
文書史料や絵画資料はそもそもあまり残っていな
いので、そういった意味でも考古資料は非常に強
い力を持っていると言えます。
　さらに、発掘調査の意義の一つは、「地点史」
の解明という目的のもとに、諸学問の交流の場を
産み出すことにあると思います。考古学の場合、
とくに行政発掘、記録保存となりますと、遺跡の
破壊を契機に調査が始まります。掘るときは、そ
の場所に何か意味があると考えて掘るというより
も、「その地点をとにかく掘る」ということから始
まるわけです。遺構が存在すれば、そこに関する
文献史料があろうとなかろうと、あるいは有名な
場所であろうとなかろうと、「とにかく掘る」と
いうことから始まるわけですが、そこを掘ったこ
とにより意外なことがわかってくるのです。前述
のように、御家人の屋敷がゴミ捨て場だったなど
ということは、まさに開発によって調査地点が設
定されたことではじめてわかったことなのです。
　そしてこのことが、学際研究のきっかけになる
こともあるわけです。まったくそれまで気にして
いなかった土地、地点に関する文献史料や絵画資
料で思わぬ発見がある場合があります。さらに、
いままで気づかなかった論点や視角を得ることが
あります。
　たとえば、都市史研究のテーマとして「武家地
研究」がありますが、本格化したのは発掘調査が
きっかけでした（岩淵『江戸武家地の研究』）。従
来は、町人が成長し、武家の都市から町人の都市
になっていくということのみが強調されてきまし
たが、実際には武家は都市のなかで非常に重要な
存在です。当初、近世考古学における発掘事例が
多かったのは、武家屋敷、武家地の発掘でしたが、
その頃はあまり文献史学の研究者は武家地の研究
に取り組んでいませんでした。考古学から刺激を
受けることによって、武家地研究は本格化したと
いえるでしょう。
　また、「消費」の問題も、私自身は発掘調査から
影響を受けております。消費地の動向は、「生産」
や「流通」にも影響を及ぼしていると思っています。
　最後に、こうした機会ですので、少し背伸びを
してお話ししたいと思います。
　著名なフランスの歴史学者フェルナン・ブロー
デルは、歴史というのは短期的にいろいろ変わっ
てくる「短い歴史」と、長いスパンで変わってく
る気候等のような「長い歴史」というものがある
と述べています。そのなかで、長い歴史の一つは
やはり「日常性」です。要するに、人間の生活な
どはある日突然変わるわけではないわけです。物
質文明や生活というのは、まさにそういう長い歴
史における一つの部分です。例えば、ものの場合
には特権的なものがあって、贅沢が通俗化して、
そのことが権威の象徴ではなくなってくると普及
するわけですが、そういうことが繰り返されてい
きます。「余裕と必需」、あるいは「余裕と通常」
というものが常に繰り返し起こっていくという、
そういった日常性における物質文明というものが
あるのだ、という話です（フェルナン・ブローデ
ル『日常性の構造』１・２、みすず書房、1985 年）。
　こうした意味で、常滑焼というものを通じて、
人の生活や嗜好、あるいは生産などさまざまなこ
とがらを考えていくことは重要なことではないか
と思っています。
　以上で、私の話を終わります。ありがとうござ
いました。
